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Transcranial magnetic stimulation (TMS) is a noninvasive stimulation method for 
human cortical neuron. It has several clinical uses such as in the assessment of 
corticospinal excitability and treatment of depression. The operator of a TMS device must 
allocate the stimulation coil on the target considering its purpose. In this study, we 
developed the whole-head type visualization system of stimulating cortical area in TMS. 
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1 はじめに 




















2・1  使用言語とページ数および概要 
本システムは MRI データおよび 3 次元モーションキ
















図 2 頭部マーカ   図 3 頭部マーカ構成 
 
マーカと 8 の字コイルに装着するマーカを作成した。図
1 に 8 の字コイル用マーカとマーカ台を示す。マーカ台 











撮影の妨げにならない任意の 4 箇所とした。 
2・2 マーカ抽出 
MRI 撮影により得られた画像から 4 点の頭部マーカ
の重心座標を求めた。VICON においては、TMS コイル
を刺激部位に当てた 0.1 秒間の平均の頭部およびコイル




った。VICON で撮影した頭部マーカ 4 点のうち 1 点を
原点とし、残り 3 点の座標が MRI 頭部座標 3 点と誤差
が最小になるように 3 角度で回転させた。求められた回


























と MRI 頭部マーカ座標との距離誤差を表 1 に示す。ま
た、図 2 に実験時の頭部マーカ番号を示す。マーカ 0 は
キャリブレーションの基準座標としたため誤差は 0 mm
である。残るマーカ 3 点の距離誤差の平均は最大で 2.4 








表 1 頭部マーカ誤差 
マー カ番号 一次運動野 [mm] 小脳 [mm] 
1 2.1 5.7 
2 1.2 1.1 
3 1.7 0.3 
1～3 平均 1.7 2.4 
 
  
図 4 一次運動野刺激部位（○印） 
左図：Sagittal 断面    右図：Axial 断面 
   
図 5 小脳刺激部位（○印） 
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